
平成１７年度事業計画書 
 
 

自   平成１７年４月 １日 
至   平成１８年３月３１日 

 

 

コンピューターの急速な普及とともに、現在、利用頻度の高い国民には、ある程度の操

作能力が定着したかに思われます。したがって、初歩的な技術の習得希望者は減少傾向に

あります。初心者向けの各種コンピーター講座の受講生も減少傾向にあります。当協会の

各種検定試験の受験者数にも一昨年に続き昨年度もかなりの減少が見られました。 

しかしながら、操作能力の定着といっても、基本的な文書の入力程度で高い操作能力を

身につけた方は国民全体から見れば決して多くはありません。さらに高齢者やコンピュー

ターに触れる頻度の低い方々には、まだまだ難しい機械と思われているようです。デジタ

ルデバイドによる経済的格差、機会の格差はさらに進行していると思われます。 

したがって、当協会は現在の文書処理能力検定試験およびパソコン技能検定試験を基本

検定と位置付け、さらに国民の情報リテラシー能力の向上をめざしていきます。 

一方、受験者数の減少につきましては当協会の知名度不足もあると思われます。そこで、

今年度は既存の検定事業につきまして、当協会が実施しております各種資格試験の認知度

の向上に全力をあげてまいります。 

具体的には、広報活動を強化していきます。さらに各種資格試験の公開会場を全国主要

都市に新設し、受験者数の増加を図り検定試験の実施団体として、信頼される地位の確立

を目指します。 

また、時流に沿った検定試験の開発を推進してまいります。今年度の新規検定としまし

て、情報セキュリティ検定、日本語ディクテーション検定、英語ディクテーション検定、

英語文書処理能力検定、児童英語検定を実施してまいります。 

まず、４月より施行されます「個人情報保護法」の施行に伴い、個人情報の整備の重要

性が打ち出されています。この法のもとで、個人情報を扱う企業が情報管理に責任をもつ

ことになり、情報管理に対して責任が問われます。 

当協会としては、これらに鑑み、今年度より情報セキュリティ検定試験を実施し、この

情報セキュリティ知識が、社会の常識としての地位が確立されていくよう積極的に推進し

てまいります。 

同時に、講習会・研修会の事業として、全国主要都市で情報セキュリティ講習会を開催

いたします。この講習会を通して、セキュリティの意識を高め、これらの知識を広める努

力をしていく所存です。 

次に、現在企業や団体の会議でパーソナルコンピューターを用いて、話の要点をメモし

たり、議事録を作ったりするケースが増えています。この「聞いて入力する技術」、すなわ

ちディクテーション技術が注目されています。この入力技術に関する検定試験、日本語デ

ィクテーション検定、英語ディクテーション検定を実施して、実社会に必要な能力を持っ

た人材の育成につとめていきます。 

  英語関係の検定試験に関しましては、英文をパーソナルコンピューターを用いて入力す

る能力を認定する試験は、国際化のなかで、その必要性については疑う余地がありません。        

現在調査を進めていますが、さらに研究・実験を続け、今年度秋より実施する予定です。 

  当財団では、さらに情報学習の高度化のための調査研究を行い、情報に係る生涯学習を
推進し、もって日本における情報化の一層の促進を図ってまいります。 
  この趣旨に基づき、情報学習の普及・振興及び情報化の促進への貢献を図るため、次に
示す検定試験や講習会等の実施を行っていきます。微力ながら日本のＩＴ国家推進の一助

となるべく協力をしてまいります。 



当協会は、 以上の趣旨に基づき、次のとおり、平成１７年度事業計画を策定いたしま

す。 

 
１ 検定試験の実施                                               ２９４，２９６千円
 
○文書処理能力検定試験Ⅰ・Ⅱ種 

  実務に即した文書作成能力を中心に、表計算、データベース機能を効果的に使い分ける
能力を測定します。従来のスピード重視の観点ではなく、表計算・データベースなども取り入

れパソコンの総合的な能力を認定します。 
 
試 験 会 場 ：全国の認定会場 
実 施 回 数 ：年６回 
受験予定者数：約４７，３００人 

内  訳 

  会場手数料             ４６，３４３千円 
  印 刷 費                      ７，８７４千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、試験問題、解答、合格証書） 
  問 題 依 頼                        ６００千円 
  荷 造 運 賃                    ５，４２７千円  

             ６０，２４４千円 
 
○パソコン技能検定Ⅱ種試験（CBT対応） 

  単なるワープロ、表計算検定ではなく、これらとインターネットを組み合わせたパソコン総
合能力検定として、２１世紀に必須の能力を認定します。 
 
試 験 会 場 ：全国の認定会場 
実 施 回 数 ：年６回 
受験予定者数：約４５，５００人 

内  訳 

  会場手数料             ６１，２３６千円 
  印 刷 費                ３００千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、合格証書） 
  問 題 依 頼                        ５６０千円 
  荷 造 運 賃                 ６０千円  

      ６２，１５６千円 
 
○パソコン基礎検定試験（CBT対応） 

  小中学生を対象として、正しいタイピング技術からワープロ、表計算、インターネットに至
るまで、将来の日本社会に貢献するパソコン技術の基礎を習得していることを認定します。 
 
試 験 会 場 ：札幌、仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡 
実 施 回 数 ：年３回 
受験予定者数：約１，６００人 

内  訳 

  会場手数料                    ５４４千円 
  印 刷 費               １５０千円 



  （受験票、受験者一覧表、検定案内、合格証書） 
  問 題 依 頼                     ６，４００千円 
  荷 造 運 賃                ３０千円  

７，１２４千円 
 

 
○パソコン講師資格認定文書処理試験（CBT対応） 

  ワープロ、表計算、データベース、インターネット関連の各ソフトウェアを統合して扱うこと
ができる高度な操作技術・知識とともに、教育・指導に関連する知識を持つ、「パソコン技能

の優れた指導者」であることを認定します。 
 
試 験 会 場 ：札幌、仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡 
実 施 回 数 ：年２回 
受験予定者数：約６４０人 

内  訳 

  会場手数料         ８０６千円 
  印 刷 費               １００千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、合格証書） 
  問 題 依 頼                ８００千円 
  荷 造 運 賃                ２０千円   

１，７２６千円 
 
○パソコンアドミニストレーター検定（CBT対応） 

  コンピュータのハードウェア、ソフトウェアに関する知識、ネットワーク構築の技術と知識を
持つことのみならず、これらを使用して自己の職場における作業環境と情報伝達経路を効

率化、円滑化することによって、業務上の諸問題を解決（ビジネスソリューション）し、職場の

リーダーとなって業務を効率化する人材としての能力を有することを認定します。 
 
試 験 会 場 ：札幌、仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡 
実 施 回 数 ：年２回 
受験予定者数：約３２０人 

内  訳 

  会場手数料               ６１０千円 
  印 刷 費               １００千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、合格証書） 
  問 題 依 頼                     １，５００千円 
  荷 造 運 賃                ２０千円   

      ２，２３０千円 
 
○福祉情報技術コーディネーター認定試験 

 障害者や高齢者のために、コンピュータを含む支援技術と、補助機材をその障害に応じ

て結びつけ自立をサポートできるように、環境提案と、その操作技術を教える為の指導者

としての能力を認定します。 
 
試 験 会 場 ：札幌、仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡 
実 施 回 数 ：年３回 
受験予定者数：約１，２００人 



内  訳 

  会場手数料             １，１４７千円 
  印 刷 費                       ７９９千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、マークシート、合格証書） 
  問 題 依 頼                       ４７０千円 
  荷 造 運 賃                       ４４４千円  

      ２，８６０千円 
 
○パソコン技能検定インターネット試験 

  インターネットに接続するための操作知識、インターネットで情報を検索するための知識、
ホームページから情報を発信するための知識、情報セキュリティ、インターネットの管理の能

力を中心に、インターネットに関する総合的な技術と知識を有することを認定します。 
 
試 験 会 場 ：札幌、仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡 
実 施 回 数 ：年４回 
受験予定者数：約１，２００人 

内  訳 

  会場手数料             １，２００千円 
  印 刷 費                     １，５００千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、マークシート、合格証書） 
  問 題 依 頼                     ３，００１千円 
  荷 造 運 賃                       ７０２千円  

６，４０３千円 
 
○パソコン技能検定ＣＡＤ試験 

  ＣＡＤ(コンピュータを用いた製図)ソフトウェアを利用する能力・知識、パソコン、ＯＳ、ネット
ワークに関する知識を認定します。 
 
試 験 会 場 ：札幌、仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡 
実 施 回 数 ：年２回 
受験予定者数：約７７０人 

内  訳 

  会場手数料               １，６５１千円 
  印 刷 費                       ４４５千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、試験問題、解答、合格証書） 
  問 題 依 頼                     １，９１０千円 
  荷 造 運 賃                       １７９千円  

４，１８５千円 
 

○ＷＥＢクリエイター試験（CBT対応） 
  営業、広告、情報公開の手段としてホームページが必須になっています。そのホームペー
ジ作成にあたって、企画、ページ構成、ページデザイン、ＨＴＭＬファイルへのコーティングな

ど一連の作業をコーディネートできる能力が問われる中、この試験ではこれらの基礎知識と

技術を習得しているかどうかを認定します。 
 
試 験 会 場 ：札幌、仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡 



実 施 回 数 ：年３回 
受験予定者数：約３８０人 

内  訳 

  会場手数料               ８５７千円 
  印 刷 費               １５０千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、合格証書） 
  問 題 依 頼                     ２，８１７千円 
  荷 造 運 賃                ３０千円   

３，８５４千円 
 
○情報セキュリティー検定試験 

 個人情報を含む膨大なデータ、機密情報は、不正アクセスなどによるデータの流出・漏

洩・紛失をはじめコンピュータウイルスなど多様なリスクにさらされています。また個人情

報保護法の施行により情報を保有し管理する側の責任を一層明確にしています。今日の

高度情報社会において、安心してコンピュータを利用、活用できるセキュリティ管理能力

は、企業をはじめとして、すべての団体で必ず求められる能力のひとつと言えます。この

検定は、情報セキュリティの管理に関する総合的な知識を有することを認定するもので

す。 
 
試 験 会 場 ：東京、大阪、名古屋 
実 施 回 数 ：年４回 
受験予定者数：約２２，８００人 

内  訳 

  会場手数料                 ４６，５４１千円 
  会 場 料                                ５６，８７５千円 
  印 刷 費                     ２，０００千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、マークシート、試験問題、合格証書） 
  問 題 依 頼                     ４，８００千円 
  荷 造 運 賃                       １２０千円  

    １１０，３３６千円 
 

○英語文書処理能力検定試験（CBT対応） 
従来、日本語文書処理につきまして実施してまいりました「入力スピード、文書作成、デー

タ加工を英文に置き換えたタイプの試験形式になる予定です。国際化が進むなかで大変

必要性の高い試験です。要望も多くあります。内容につきましては、現在検討中です。 
 
試 験 会 場 ：東京、大阪、名古屋 
実 施 回 数 ：年２回 
受験予定者数：約１，１００人 

内  訳 

  会場手数料                  １，５５１千円 
  会 場 料                  ２，０００千円 
  印 刷 費                       ７００千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、合格証書） 
  問 題 依 頼                     ２，４００千円 
  荷 造 運 賃                        ６０千円  



      ６，７１１千円 
 
○日本語ディクテーション試験（CBT対応） 

近年、会議やディスカションで必要とされる技術です。また速記者として活躍できます。文

章を読みあげ、それを速記入力する試験。２名または 3 名の会話を速記入力する試験、
それらの文書の漢字、句読点、段落等を正しく校正する試験で構成されます。 
 
試 験 会 場 ：東京、大阪、名古屋 
実 施 回 数 ：年２回 
受験予定者数：約９００人 

内  訳 

  会場手数料                  １，２３９千円 
  会 場 料                  ２，０００千円 
  印 刷 費               １００千円 
  問 題 依 頼                     ２，４００千円 
  荷 造 運 賃                        ６０千円  

      ５，７９９千円 
 
○英語ディクテーション試験（CBT対応） 

会議や、ディスカションで必要とされる技術です。英文を読みあげ、それを速記入力する

試験。２名または3名の英語の会話を速記入力する試験、それらの文書を正しく校正する
試験で構成されます。 
 
試 験 会 場 ：東京、大阪、名古屋 
実 施 回 数 ：年２回 
受験予定者数：約６００人 

内  訳 

  会場手数料                    ７６９千円 
  会 場 料                  ２，０００千円 
  印 刷 費               １００千円 
  問 題 依 頼                     ２，４００千円 
  荷 造 運 賃                        ６０千円  

      ５，３２９千円 
 
○基礎英語検定試験（日本基礎英語検定協会にて実施） 

児童および小学生、中学生向けの検定試験。幼児で１０級、小学校1年生で９級小学校6
年生で４級、中学校 1年生で 3級程度を目安としています。従来日本基礎英語検定協会
で実施してきましたが、今年度より当協会で実施します。英語による会話をテレビで見て

答えます。目と耳により判断しますので、ペーパー試験や、テープによる試験より実際の

生活に近い会話能力が判定できます。 
 
試 験 会 場 ：東京、大阪、名古屋 
実 施 回 数 ：年４回 
受験予定者数：約１，７００人 

内  訳 

  会場手数料                    ５１９千円 



  印 刷 費               ２００千円 
  問題依頼・スタジオ使用料・その他    ８，５００千円 
  （受験票、受験者一覧表、検定案内、マークシート、試験問題、合格証書） 
  サーバー使用料            ６，０００千円 
  荷 造 運 賃                       １２０千円  

     １５，３３９千円 
 
 
２ 研修会、講習会の開催事業          １４，０００千円

セキュリティ講習会：内訳 

講 習 会 場 ：東京６回、大阪３回、名古屋３回、横浜２回、 
北海道、仙台、千葉、大宮、広島、福岡 各１回 

実 施 回 数 ：年２０回 
 
会  場  費            ６，０００千円 
講師人件費            ６，０００千円 
その他雑費       ２，０００千円   

１４，０００千円 
 
 
３ 情報処理関連の調査、研究、製作         ３０，０００千円

 
 
４ 情報処理関連の図書等の製作、発行         １０，０００千円

  製  作  費 （資格 de POWER等）         １０，０００千円 
 

 
５ 情報学習指導者育成助成金事業                              １８１，８００千円 

  情報学習指導者の育成及び民間パソコン事業者の育成・振興を目的とした「情報学習指導
者育成助成金」を実施します。 

情報学習指導者育成助成金：内 訳 

助 成 金 支 給                       １８０，０００千円 
業 務 委 託 費                      １，８００千円  

１８１，８００千円 


